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米 国 
１ 農・畜産業の概況

 米国経済における農業の位置付けは、他産業の発展に

伴い低下傾向にあり、２０２３年の国内総生産（ＧＤＰ）

に占める農業生産の割合は４.７％となった。 

 ２３年の農業経営体数（農畜産物の年間販売額１０

００米ドル以上）は、前年比０.３％減の１８９万４４

５０戸、農用地面積は同０.１％減の８億７８５６万エ

ーカー（３億５５５４万ヘクタール）となった。１経営

体当たりの農用地面積は、同０.２％増の４６４エーカ

ー（１８８ヘクタール）であった。また、年間１０万米

ドル以上の農畜産物販売実績のある経営体は全体の２１.

０％（同１.０％増）となり、全農用地面積の７３.８％

（同０.９％増）を占めるなど大規模化が進んでいる。 

 ２３年の農畜産物販売額（現金収入。自家消費分を除く）

は、５１７０億米ドルと前年を４.７％下回った（図１）。 
 

図１ 農畜産物販売額（２０２３年） 

 

資料：USDA「Farm Income and Wealth Statistics」 

 

 部門別に見ると、作物部門は同５.６％減の２６６９

億米ドルとなった（図２）。このうち、生産量の約半分

家畜飼料に仕向けられるトウモロコシは、７５８億米ド

ル（作物部門に占める割合は２８.４％）と最大を占め

た。次いで、大豆が５６１億米ドル（同２１.０％）、

果物類が２８９億米ドル（同１０.８％）、野菜が２５７

億米ドル（同９.６％）となった。 

図２ 作物販売額（２０２３年） 

 

資料：USDA「Farm Income and Wealth Statistics」 

 

 畜産部門は、同３.７％減の２５０１億米ドル（農畜

産物販売額に占める割合は４８.４％）となった（図３）。

この内訳を見ると、肉用牛が１０１２億米ドルと畜産部

門の４０.５％を占めた。次いで、酪農が４５９億米ド

ル（畜産部門に占める割合は１８.４％）、ブロイラー

が４２９億米ドル（同１７.２％）、豚が２７２億米ドル

（同１０.９％）となった。 
 

図３ 畜産物販売額（２０２３年） 

 

  資料：USDA「Farm Income and Wealth Statistics」 
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２ 畜産の動向

（１）酪農・乳業 

 米国は、年間１億トン近くの生乳を生産する世界最大

級の酪農国である。国内に巨大な消費市場を抱えている

ことなどから、仕向け先の多くは国内向けである。ただ

し、近年は世界的な乳製品需要の高まりなどから、米国

の乳製品輸出は増加傾向にある。 
 

ア 主要な政策 

 ２０１８年農業法下での酪農の主な制度には、連邦生

乳マーケティング・オーダー制度（ＦＭＭＯ）、酪農マ

ージン保証プログラム（ＤＭＣ）、牛乳寄贈プログラム

（ＭＤＰ）がある。 

 ＦＭＭＯは、オーダー（生乳取引地域）内で取引さ

れる生乳については､飲用向け１分類と加工向け３分類

の計４分類の用途に分け、それぞれの最低取引価格が

設定されている。また、生乳取扱業者に対し､生産者へ

のプール乳価（用途別乳価を加重平均した乳価）支払

いも義務付けている。これにより、生産者に対して安

定的な収入の確保を可能にするとともに、消費者に対

して合理的な価格で牛乳・乳製品を供給することを目

的としている。２０００年１月からは、１）オーダー数

の再編統合（当初の３１地域が段階的に統合され、０４

年４月から１０地域に）、２）生乳の用途区分の再分類

（３区分から４区分に）、３）最低取引価格の設定に当

たり、従来の基礎公式価格（ＢＦＰ）に代えて､多成分

価格形成システムに基づく新基礎価格の導入―などの変

更が加えられた。 

 ＤＭＣは、２０１８年農業法で、酪農マージン保護プ

ログラム（ＭＰＰ）に代わる生産者のセーフティネット

として創設された制度である。ＤＭＣはＭＰＰと同様、

補塡
てん

の指標に飼料費を加味し、乳価と飼料費の差を生産

者の収益（マージン）とし、掛け率に応じて補償するこ

とにより、再生産を確保することを目的としている。Ｄ

ＭＣでは、補塡の発動条件の緩和などセーフティネット

としての機能が改善されている。 

 またＭＤＰは、２０１８年農業法で従前の乳製品寄贈

プログラム（ＤＰＤＰ）の代わりとして創設された制度

である。これは、生産者や加工業者などが低所得者層へ

の食料支援として牛乳を公共団体などに寄贈するもので

あり、発生した費用は政府から払い戻しを受けるという、

ＤＰＤＰをより簡易化した制度となっている。 
 

イ 生乳の生産動向 

（ア） 飼養頭数 

 搾乳牛飼養頭数は、１９８０年代中ごろから一貫して

減少傾向で推移してきたが、９９年に下げ止まった後は、

小幅な増減を繰り返している。２０２３年の搾乳牛飼養

頭数は、前年比０.２％減の９３８万４０００頭となっ

た（図４）。 

図４ 乳用経産牛飼養頭数の推移 

資料：USDA「Milk Production,Disposition, and Income」 

（イ） 生産量 

 ２０２３年の生乳生産量は、搾乳牛頭数が前年比０.２％

減となったもの、１頭当たり乳量の増加により、１億２

６５万３０００トン（前年比０.０％減）と前年並みと

なった（表１）。 

表１ 生乳・乳製品の生産量の推移 

 

 

資料：USDA「Milk Production」、「Dairy Products」 

 注：チーズはカッテージチーズを除く。 

　(単位：千トン)

区分/年 2019 20 21 22 23

生乳 99,083 101,291 102,645 102,701 102,653

バター 905 973 936 934 958

脱脂粉乳 840 892 918 887 847

チーズ 5,959 6,005 6,242 6,389 6,421

年報畜産 ２０２５ 【海外：米国】 
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（ウ） 搾乳牛１頭当たり乳量 

 搾乳牛 1 頭当たり乳量は、遺伝的改良などにより増

加傾向で推移しており、２０２３年は、１万９３９キロ

グラム（前年比０.１％増）と前年並みとなった（図５）。 

 

（エ） 地域別生産動向 

 生乳生産量の５割強は上位５州（カリフォルニア､ウ

ィスコンシン､アイダホ、テキサス､ニューヨーク）で占

められており、上位１０州（上位５州にミシガン､ミネ

ソタ､ペンシルバニア、ニューメキシコ、ワシントンを

加える）で見ると、全体の約７割を占めている。 

 一部の州では、移民を主体とした安価な労働力を活用し

た大規模化が進んでいる。その代表であるカリフォルニア

州は、１９９３年にウィスコンシン州を抜いて国内最大の

生乳生産州となり、以降も増加基調で推移してきた。 

 しかし、２００９年には、前年終盤の輸出価格の

暴落を受けて同州の生産量は１７９２万トン（前年

比４.１％減）に減少した（図６）。その後は増減を繰

り返しながらも１８００万～１９００万トン程度で推移

しており、２３年は１８５５万２０００トン（同２.２

％減）となった。一方、生乳生産量第２位のウィスコ

ンシン州は、２３年に１４５７万１０００トン（同

０.８％増）とわずかに増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 酪農家での乳牛飼養の様子（ニューヨーク州） 

ウ 牛乳・乳製品の需給動向 

（ア） 生産動向  

２０２３年のチーズの生産量（カッテージチーズを除

く）は、前年比０.５％増の６４２万１０００トンとな

った（図７）。堅調な需要により、生産量は過去２０年

以上にわたって増加基調で推移している。このうち、２

３年のチェダーチーズを中心とするアメリカンタイプ（注

1）の生産量は、２６０万８０００トン（同１.４％増）、

モッツァレラチーズなどイタリアンタイプ（注 2）は、２６

５万７０００トン（同０.８％減）となった。 

同年のチーズ生産量に占める種類別の割合は、アメリ

カンタイプが４０.６％（同０.３ポイント増）、イタリ

アンタイプが４１.４％（同０.５ポイント減）となった。 

 また、バターの生産量は９５万８０００トン（同２.

６％増）となった一方、脱脂粉乳の生産量は８４万７０

００トン（同４.４％減）となった。バターおよび脱脂

粉乳ともにカルフォルニア州が最大の生産州であり、バ

ターを全米の約３割、脱脂粉乳を約４割それぞれ生産し

ている。 

（注１）アメリカンタイプには、チェダー、コルビー、モント

レージャックなどを含む。 

（注２）イタリアンタイプには、モッツァレラ、パルメザン、

プロヴォローネ、ロマーリオなどを含む。 
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資料：USDA「Milk Production, Disposition and Income」

図５ 生乳生産量と１頭当たり乳量の推移

生乳生産量（千トン）

１頭当たり乳量（㎏）（右軸）

10,939kg

10,265万トン

年報畜産 ２０２５ 【海外：米国】 
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図７ チーズ生産量の推移
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図６ カリフォルニア州およびウィスコンシン州の生乳生産量の推移
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（イ） 消費動向 

 １人当たり飲用乳消費量（製品ベース、以下同じ）

は、アーモンドミルクなど植物を原料とした飲料の台

頭など多種多様な飲料との競合により近年減少傾向で

推移しており、２０２３年は５７.７キログラム（前

年比２.３％減）となった。飲用乳については、乳脂

肪が必ずしも体に悪影響を及ぼすものではないとの認

識が広まっていることなどから、全脂牛乳（いわゆる

普通牛乳）の消費が伸びている。 

 １人当たりチーズ消費量（カッテージチーズを除く）

は、近年増加傾向で推移しており、２３年は前年同の１

８.１キログラムとなった。一方、１人当たりバター消

費量は２.９キログラム（同３.４％増）となった。 

 

エ 生乳・乳製品の価格動向 

（ア） 生乳価格 

 ２０２３年の生乳の生産者販売価格は、国内外におけ

る乳製品需要の減少などから、１００ポンド当たり２０.

３米ドル（前年比１９.８％安）と大幅に下落した（表

２）。 

表２ 生乳の生産者販売価格の推移 

 

 

資料：USDA「Agricultural Price」 

 

（イ） 乳製品の卸売価格 

 ２０２３年の乳製品の卸売価格は、２２年の高値から下

落し、バターは１ポンド当たり２５９.４セント（同９.３

％安）、脱脂粉乳は世界的な価格下落を背景に同１１８.

１セント（同３０.１％安）、チーズは１７４.０セント（同

１６.１％安）とそれぞれ大幅に下落した（表３）。 

 

表３ 乳製品の卸売価格の推移 

 

資料：「Dairy Market News」、「Dairy Monthly 

Averages」 

注１：バターはシカゴ・マーカンタイル取引所の現物価格

（グレード AA）。 

注２：脱脂粉乳は西部のＦＯＢ価格。 

注３：チーズは、シカゴ、マーカンタイル取引所（CME）現

物価格（40 ポンドブロックのチェダーチーズ）。 

 

写真２ 小売店でのチーズの陳列風景 

 

（２）肉牛・牛肉産業 

 米国は、世界の牛肉生産量の約２割を占める最大の牛

肉生産国であると同時に、世界有数の牛肉輸入国でもあ

る。また、農畜産物販売額に占める肉用牛関係の割合は

最大となっており､米国農業の中で最も重要な部門の一

つと言える。 

 肉用子牛生産は、家族経営による生産・管理が行われ

る一方、肉用牛の肥育に関しては、大規模なフィードロ

ットで効率的な穀物肥育が行われている。また、肉牛の

処理・流通面では、大手パッカー（食肉処理加工企業）

による寡占化が顕著となっている。 

 

ア 肉牛の生産動向 

 総飼養頭数は、２００６年後半以降の飼料コスト高や

１１年以降の干ばつなどにより、肉用牛繁殖経営の収益

性が悪化し、繁殖雌牛を中心に淘汰
と う た

が進んだことから１

４年まで減少した。しかし、１５年以降は草地の状態が

改善され、牛群再構築が進展したことにより増加に転じ

た（図８）。 

１９年までこの傾向は継続したが、２０年は干ばつによ

り繁殖雌牛の淘汰が進み減少に転じた。２３年の総飼養頭

数は牛群の縮小傾向などから、８８８４万１０００頭（前

　(単位：米ドル/百ポンド)

区分/年 2019 20 21 22 23

生乳平均価格 18.7 18.1 18.5 25.3 20.3

　(単位：セント/ポンド)

区分/年 2019 20 21 22 23

バター 223.0 157.8 174.5 286.0 259.4

脱脂粉乳 105.6 105.6 130.9 169.0 118.1

チーズ 177.8 199.8 171.4 207.4 174.0

年報畜産 ２０２５ 【海外：米国】 
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年比３.５％減）となった｡ 

 同年の飼養頭数の内訳を見ると、肉用経産牛は同３.５％

減の２８９３万９０００頭とやや、５００ポンド（約２

２７キログラム）以上の肉用繁殖後継牛（未経産牛）は、

４９２万９６００頭（同１０.１％減）とかなりの程度減

少した。また、同年の子牛生産頭数（乳用種を含む）は、同

２.５％減の３３５９万３０００頭となった。 

図８ 牛飼養頭数の推移  

 

資料：USDA「Cattle」 

 注：各年１月１日現在。 
 

 

 

 

 

 

 

写真３ フィードロットの風景 

 

イ 牛肉の需給動向 

（ア） 生産動向 

 ２０２３年の成牛と畜頭数は、前年比４.３％減の

３２８４万３７００頭となった（図９）。種類別では、

去勢牛が同４.７％減、未経産牛が同２.６％減、肉用経

産牛が同１１.１％減、乳用経産牛が同０.９％増となっ

た。なお、同年の子牛と畜頭数は、同２０.６％減の２

９万３４００頭となった。 

また、２３年の成牛のと畜時平均生体重量（連邦政府

検査ベース）は前年比０.５％減の６１９.２キログラ

ム、平均枝肉重量（連邦政府検査ベース）は同０.５％

減の３７４.２キログラムとなった。 

図９ 種類別成牛と畜頭数（2023年） 

 

資料：USDA「Livestock Slaughter」 
  注：四捨五入の関係で円グラフの合計が１００％に

ならない場合がある。 
 

 同年の牛肉生産量（枝肉重量ベース）は、飼養頭

数、と畜頭数が減少したことから、同４.７％減の１

２２３万２０００トンとなった（表４）。 
 

表４ 牛肉需給（枝肉換算）の推移  

 

資料：USDA「Livestock, Dairy, and Poultry Outlook：Table」 

 注：１人当たり消費量は小売重量ベース。 
 

（イ） 輸出入動向  

米国は、国内でトリミング（部分肉の成形過程で発

生する脂肪分を含む端肉）材が大量に発生するため、

豪州などからひき材として赤身割合の高い牛肉を大量

に輸入し、トリミング材と合わせて主にハンバーガ

ー・パティ用のひき肉を生産している。また、北部で

はテーブルミート用牛肉をカナダから輸入している。 

２３年の牛肉輸入量（枝肉重量ベース）は、前年比

９.９％増の１６９万トンとなった。 

輸入先別に見ると、カナダ産は４６万２０００トン

（同４.９％増）とやや、豪州産は３０万３０００トン

（同６６.０％増）と大幅に増加した。一方、メキシコ

産は２９万４０００トン（同１２.４％減）、ブラジル産
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総飼養頭数 肉用経産牛（右軸）

（百万頭）

（年）

（百万頭）

　(単位：千トン)

区分/年 2019 20 21 22 23

生産量 12,317 12,326 12,677 12,832 12,232

輸入量 1,387 1,515 1,517 1,538 1,690

輸出量 1,373 1,338 1,555 1,608 1,378

在庫量 291 325 306 328 289

消費量 12,372 12,500 12,688 12,771 12,614

１人当たり消費量
（年間、キログラム）

26.2 26.4 26.7 26.7 26.2
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は１９万５０００トン（同７.６％減）とそれぞれかな

り減少した。 

 牛肉輸出量は、０３年１２月に米国内で初めてＢＳ

Ｅが発生した影響を受け、０４年に大幅に減少したが

０５年以降は増加基調となり１０年にはＢＳＥ前の水

準となった（図１０）。 

１２年以降は、供給量の減少や価格の高騰などから

伸び悩んでいたが、１６年以降は好調な国際需要など

を背景に増加傾向で推移した。２３年は、米ドル高に

よる米国産牛肉の価格競争力の低下を背景に、アジア

諸国向けを中心に輸出量が減少したことなどから、同

１４.３％減の１３７万８０００トンと減少した。 

輸出先別に見ると、最大の日本向けが２９万１０００

トン（同２１.７％減）、第２位の韓国向けは２８万６０

００トン（同１７.３％減）、第３位の中国向けは２１万

５０００トン（同２０.０％減）といずれも大幅に減少

した。 
 

図１０ 牛肉の輸出量と輸出先の推移  

 

資料：USDA/ERS「Livestock and Meat Trade Data」 

 

（ウ） 消費動向 

２０２３年の１人当たり牛肉消費量（小売重量ベ

ース）は、前年比２.０％減の２６.２キログラムと

なった。１９８５年の３５.９キログラムから下降

基調にあった消費量は、２０１５年を底に増加傾向

で推移していたものの、２３年は牛肉価格の上昇な

どから減少した。 

 

ウ 肉牛・牛肉の価格動向 

（ア） 肥育もと牛価格 

 肥育もと牛価格（オクラホマシティー、６００～６５０

ポンド）は１７年以降１００ポンド当たり１５０米ドル

台で推移し、２０年は下落に転じた（表５）。２３年は干

ばつの影響で牛群が縮小したことなどから、同３３.９％

高の同２４３.０米ドルとなった。 
 

表５ 生体牛と牛肉の価格の推移 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy and Poultry Situation and 

Outlook：Table」 

 注：カットアウトバリューとは、各部分肉の卸売価格を１頭分の

枝肉に再構成した卸売指標価格。枝肉そのものではない。 
 

（イ） 肥育牛価格 

 肥育牛価格（オマハ、１１００～１３００ポンド、去

勢牛、チョイス級（注３））は、２０１４、１５年が高値と

なったものの、１６年に下落して以降おおむね横ばいで

推移した。２３年は肥育牛の供給不足などから、同２１.

５％高の１００ポンド当たり１７６.３米ドルとなった。 

（注３）全８段階の肉質等級のうち、上から２番目の等級。 
 

（ウ） 牛肉卸売価格 

 ２０２３年の卸売価格（チョイス級、６００～９００

ポンド、カットアウトバリュー）は、生産量減少に伴う

需給のひっ迫などから前年比１３.３％高の１００ポン

ド当たり２９９.０米ドルと前年を上回った。 

 

（エ） 牛肉小売価格 

 ２０２３年の平均牛肉小売価格（チョイス級）は、前年

比５.２％高の１ポンド当たり７９８.３セントとなった。 

 
 

（３）養豚・豚肉産業 

 米国の養豚は、アイオワ州やイリノイ州を中心とする

コーンベルト地帯を中心に、伝統的に穀物生産の副業と

して営まれてきた。一方、ノースカロライナ州やオクラ

ホマ州でのインテグレーション（垂直統合）の出現は、
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カナダ

メキシコ
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韓国
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（年）

（千トン）

1,378

区分/年 2019 20 21 22 23

肥育もと牛 153.7 145.8 157.7 181.5 243.0

肥育牛 117.1 107.7 122.6 145.1 176.3

牛肉卸売価格
（ｶｯﾄｱｳﾄﾊﾞﾘｭｰ）

222.9 236.4 280.2 263.9 299.0

牛肉小売価格
（セント/ポンド）

604.3 653.6 724.9 758.5 798.3

　(単位：米ドル/百ポンド)
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従来の養豚産業に対して、生産・流通などの面で大きな

変化をもたらした。近年は、一部の州で環境規制やアニ

マルウェルフェアへの取り組みを強化する動きが見られ

る。 

ア 肉豚の生産動向 

 豚飼養頭数は、２０１０年以降はおおむね増加傾向で

推移する中、１３年は豚流行性下痢（ＰＥＤ）の発生に

より落ち込んだ（図１１）。その後、１９年まで６年連続

で増加したものの、近年は新型コロナウイルス感染症（Ｃ

ＯＶＩＤ-１９）による市場の混乱で先行きの不透明感が

続いており減少傾向にあった。一方、一腹当たり産子数

の増加などから２３年は前年比０.７％増の７５４６万１

０００頭とわずかに増加した｡ 

飼養頭数の内訳を見ると、繁殖豚は５９９万９０００

頭（同３.３％減）と減少したものの、肥育豚は６９４

６万３０００頭（同１.０％増）と増加した。 
 

図１１ 繁殖豚頭数と肥育豚頭数の推移 

 
資料：USDA 「Quarterly Hogs and Pigs」 

注：各年１２月１日現在。 

 

 ２３年（２２年１２月～２３年１１月）の子豚生産頭数

は１億３５６２万３０００頭（同１.５％増）となった。

また、一腹当たり産子数は１１.６８頭（同２.３％増）と

なった。 

 

写真４ 肉豚の飼養風景 

イ 豚肉の需給動向 

（ア） 生産動向 

 ２０２３年のと畜頭数（コマーシャルベース）は、１億

２７９７万１０００頭（前年比２.１％増）となり、豚肉

生産量は１２３８万４０００トン（同１.１％増）と増加

した（表６）。 

 また、２３年のと畜時平均生体重量（連邦政府検査ベ

ース）は１３０．２キログラム（同０.７％減）、平均枝

肉重量（連邦政府検査ベース）は９６.６キログラム（同

１.４％減）となった。 
 

表６ 豚肉需給（枝肉換算）の推移 

 

資料：USDA/ERS「Livestock and Meat Trade Data」 

 注：１人当たり消費量は小売重量ベース。 

 
 

（イ） 輸出入動向 

 ２０２３年の豚肉の輸入量（枝肉重量ベース）は、

国内生産量が増加する中、５１万８０００トン（前年

比１５.０％減）となった。輸入先別に見ると、最大

のカナダが３３万９０００トン（同１１.２％減、総

輸入量に占める割合は６５.５％）、次いで多いメキシ

コは４万３０００トン（同１３.２％減、同８.４％）

といずれも減少した。 

また、同年の生体豚の輸入は主に子豚であり、その

ほぼ１００％がカナダ由来である。２３年の同国から

の生体豚輸入頭数は、カナダ側の豚肉処理加工能力の

低下などに伴い、６７４万５０００頭（同４.０％

増）とやや増加した（図１２）。 

 輸出量（枝肉重量ベース）は１６年以降、国内生産

量の増加や堅調な需要を背景に増加傾向で推移してい

たが、２３年は主要輸出先であるメキシコ向けの増加
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　(単位：千トン)

区分/年 2019 20 21 22 23

生産量 12,536 12,838 12,553 12,245 12,384

輸入量 429 410 535 610 518

輸出量 2,867 3,302 3,186 2,878 3,095

在庫量 293 212 202 229 214

消費量 10,065 10,034 9,919 9,957 9,830

１人当たり消費量
（年間、キログラム）

23.6 23.5 23.1 23.1 22.6
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などにより、前年比７.５％増の３０９万５０００ト

ンとなった（図１３）。 

輸出先別に見ると、首位のメキシコ向けは１１６万

４千トン（同９.８％増）と増加し、日本向けは４８

万９０００トン（同０.７％減）と減少した。韓国向

けは２６万９０００トン（同１０.３％増）、カナダ向

けは２５万３０００トン（同８.４％増）、中国向けは

国内生産量の回復により２２万９千トン（同１８.０

％減）、ドミニカ共和国向けは１２万８０００トン

（同１３.５％増）となった。 

図１２ カナダからの生体豚輸入頭数の推移 

資料：USDA/ERS「Livestock and Meat Trade Data」 

 

 図１３ 豚肉の輸出相手国（２０２３年） 

資料：USDA「Livestock, Dairy and Poultry Situation and 

Outlook」 

（ウ） 消費動向 

 ２０２３年の１人当たり豚肉消費量（小売重量ベース）

は、インフレに伴う購買力の低下などから２２.６キロ

グラム（同２.１％減）と減少した。 

 

 

 

 

ウ 肥育豚・豚肉の価格動向 

（ア） 肥育豚価格 

 肥育豚価格は、２０１４年にはＰＥＤの影響による生産

量の減少などにより大きく上昇したが、１５年以降、上昇

と下落を繰り返している。２３年は豚肉需要が減少する中、

１００ポンド当たり５８.８米ドル（前年比１７.４％安）

となった（表７）。 
 

表７ 肥育豚と豚肉の価格の推移 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy and Poultry Situation and 

Outlook：Table」 

注１：肥育豚価格は、全米の平均価格。 

注２：カットアウトバリューとは、各部分肉の卸売価格を１頭分

の枝肉に再構成した卸売指標価格。枝肉そのものではない。 

 

（イ） 豚肉価格 

 ２０２３年の豚肉卸売価格（カットアウトバリュー）

は、豚肉需要の減少などから１００ポンド当たり８９.

８米ドル（前年比１３.４％減）とかなり大きく減少し

た。一方、豚肉小売価格は１ポンド当たり４８０.９セ

ント（同１.０％安）と前年をわずかに下回った。 

  

　(単位：米ドル/百ポンド)

区分/年 2019 20 21 22 23

肥育豚 48.0 43.2 67.3 71.2 58.8

豚肉卸売価格
（ｶｯﾄｱｳﾄﾊﾞﾘｭｰ）

77.1 77.3 104.1 103.7 89.8

豚肉小売価格
(セント/ポンド)

384.3 402.9 450.3 485.7 480.9
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（４）養鶏・鶏肉産業 

 米国の養鶏産業は、飼料穀物の一大生産国という利点

を生かし、生産から流通までの一貫したインテグレーシ

ョンの進展により効率的な生産が行われている。また、

国内では、消費者の健康志向からむね肉を中心として消

費を大きく伸ばすと同時に、不需要部位のもも肉を中心

に、鶏肉生産量の２割弱を輸出している。 

ア ブロイラーのふ化羽数の動向 

 ２０２３年のブロイラーふ化羽数は、鶏肉需給の緩和か

ら前年比１.０％減の９９億２８６６万１０００羽とな

った。 

 

イ 鶏肉の需給動向 

（ア） 生産動向 

 ２０２３年のブロイラー生産量（可食処理ベース）は、

１羽当たり生体重量の増加から、前年比０.４％増の２

１０４万１０００トンとなった（表８）。１羽当たり平

均重量（生体ベース）は、骨なしむね肉の需要増に伴う

ブロイラーの大型化などを背景に近年増加傾向にあり、

２３年は２.９７キログラム（同０.９％増）となった。 
 

表８ ブロイラー需給（可食処理ベース）の推移 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy and Poultry Outlook：Table」 

 注：１人当たり消費量は小売重量ベース。 

 

（イ） 輸出動向 

 ２０２３年のブロイラーの輸出量（可食処理ベース）

は、国内価格の高騰などを背景に、前年比０.７％減の３

２８万１０００トンとなった。 

輸出先別に見ると、メキシコ向けは同８.６％増、台

湾向けは同１５.０％増、キューバ向けは同６.０％減、フ

ィリピン向けは同９.７％減、カナダ向けは同５.４％減、

グアテマラ向けは同１２.０％増、中国向けは同８.５％減と

なった（図１４）。 

 

図１４ ブロイラーの輸出相手国（２０２３年） 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy, and Poultry Situation  

and Outlook」 
 

（ウ） 消費動向 

 ２０２３年の１人当たり鶏肉消費量（小売重量ベース）

は、前年比０.３％増の４４.９キログラムとなった。 

 

ウ ブロイラーの価格動向 

（ア） ブロイラーの生産者販売価格 

 ２０２３年のブロイラーの生産者販売価格は、生産量

の増加や飼料価格の下落などから、前年比１５.５％安

の１ポンド当たり７１.８セントとなった（表９）。 
 

表９ ブロイラー価格の推移 

 

 

資料：USDA「Livestock, Dairy, and Poultry Outlook：

Table」  

 注：卸売価格、丸どり（中抜き）の価格。 
 

（イ） 鶏肉価格 

a   卸売価格 

 ２０２３年のブロイラーの丸どり卸売価格（中抜き、

１２都市平均）は、前年比１１.４％安の１ポンド当た

り１２４.５セントとなった。また、国内向けが主体と

　(単位：千トン)

区分/年 2019 20 21 22 23

生産量 19,915 20,223 20,366 20,959 21,041

輸入量 59 66 70 80 59

輸出量 3,222 3,342 3,330 3,305 3,281

在庫量 425 376 320 405 379

消費量 16,498 16,778 16,944 17,425 17,620

１人当たり消費量
（年間、キログラム）

43 43 44 45 45

区分/年 2019 20 21 22 23

生産者販売価格
（生体）

48.2 36.4 56.4 85.0 71.8

卸売価格
（丸どり）

88.6 73.2 101.2 140.5 124.5

丸どり小売価格 149.5 143.3 152.7 180.1 185.5

　(単位：セント/ポンド)
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なっているむね肉は同１２７.９ント（同４４.６％安）、

輸出向けが主体のもも肉は同５８.３セント（同２.０％安）

となった。 

b    小売価格 

 ２０２３年のブロイラーの丸どり小売価格（中抜き）

は、前年比３.０％高の１ポンド当たり１８５.５セント

となった。 

 

写真５ 小売店での鶏肉の陳列風景 

 

（５）飼料穀物 

 米国は、世界有数の飼料穀物の生産・輸出国である。

飼料穀物の主力であるトウモロコシは、世界の生産量お

よび貿易量の３割程度を占めていることから､世界の需

給動向に与える影響力は極めて大きい。 

 

ア 穀物の生産動向 

２０２３/２４年度（９月～翌８月）のトウモロコ

シ（サイレージ用を除く）の生産量は、作付面積の拡

大などから１５３億４１００万ブッシェル（３億９０

００万トン（注４））（前年度比１２.４％増）と前年度を

かなり大きく上回った（表１０）。同年度の期末在庫

は、国内消費量、輸出量はいずれも前年度を上回ったも

のの、生産量の増加分がそれらを上回ったため、前年度

をかなり大きく上回る１７億６３００万ブッシェル（４

５００万トン）（同２９.６％増）となった。 

 

（注４）１ブッシェルを２５.４キログラムとして換算。 

 
 
 
 
 
 

表１０ トウモロコシ需給の推移 

 

資料：USDA「Feed Grain Database: Yearbook Tables」 

  

 

 

 

 

 

写真６ トウモロコシの収穫風景 

 

イ 穀物の輸出動向 

 ２０２３/２４年度のトウモロコシの輸出量は、生産量

が増加する中で、２２億５５００万ブッシェル（５７

００万トン、前年度比３５.７％増）と大幅に増加し

た。輸出先別に見ると、最大の輸出先であるメキシコ向

けは２２８６万トン（同４１.３％増）、第２位の日本向

けも１１１５万トン（同６４.０％増）といずれも大幅

に増加した。一方で、中国向けは２９９万トン（同６

１.２％減）と大幅に減少した。 
 

ウ 穀物の価格動向 

 ２０２３/２４年度のトウモロコシの生産者販売価格は、 

世界的な供給量増加などから、１ブッシェル当たり４.５

５米ドル（前年度比３０.４％安）と大幅に下落した（表

１１）。 

 

表１１ トウモロコシ価格の推移  

 

資料：USDA「Feed Grain Database: Yearbook Tables」 

　(単位：米ドル/ブッシェル)

区分/年度 2019/20 20/21 21/22 22/23 23/24

生産者販売価格 3.56 4.53 6.00 6.54 4.55

年報畜産 ２０２５ 【海外：米国】 

　(単位：百万トン)

2019/20 20/21 21/22 22/23 23/24

345 358 381 347 390

306 308 316 306 323

　うち飼料向け 147 144 144 139 148

45 70 63 42 57

51 31 35 35 45

区分/年度

　生産量

　国内消費量

　輸出量

　期末在庫量


